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1．はじめに 

平成 26年 8月 27日(水)から 29日(金)の 3日間、名古屋工業大学にて東海・北陸地区国立大学法人等

技術職員合同研修（複合領域コース）が開催された。10 機関 20名がこれに参加し、本学からも 4名が

参加したため報告を行う。 

 

2．研修の内容 

研修は「東海・北陸地区の国立大学法人等に

所属する技術職員に対し、防災の最前線におけ

る技術情報を示すことにより、幅広い知識を得

ること、関連技術に対する意識を高めること」

を目的とし、図 1の日程表に沿って講義・受講

者職務紹介・施設見学が行われた。今回の研修

では実習は行われなかった。 

最初に名古屋工業大学の技術部組織に関して

の講義があり、組織の歴史・現状・課題等が説

明された。 

次に受講者職務紹介が行われ、受講者それぞ

れが PowerPointを用いて 5 分間で職務内容を中

心に発表を行った。受講者からは組織全体の業

務紹介から個人の趣味に至るまで様々な発表が

あった。研修の早い段階で受講者が互いの専門

分野や趣味を把握できたことは、その後の交流

に繋がる良いきっかけとなった。 

その後は防災に関連する講義が続き、様々な

災害の被害の実例や対策、関連技術が紹介され

た。中でも阪神大震災・東日本大震災での被害

状況や、南海トラフ巨大地震への対策について

はほぼ全ての講義で取り上げられていた。図 2

の簡易模型では、振動周期の変化によってそれ

ぞれの構造物がどのように揺れるかを見せてい

ただいた。このように動画や実験を取り入れ、

分かりやすく工夫された講義が多かったことも

今後の参考になった。 

 

 

図 1 日程表 

 

図 2 簡易模型
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2日目に行われた施設見学では、バスで名古屋市港防災センターに移動し、防災体験ツアーに参加し

た。施設内には「地震体験室」・「伊勢湾台風を知る」・「煙避難体験」といった設備があり、それぞれ体

験した。地震体験教室では一般家庭のリビングを模した部屋で、最高震度 7 の揺れが再現されていた。

立っているのも困難な揺れの中で頭部を確実に守ること、ガス・電気等への対処を冷静に素早く行うこ

とが要求され、普段から非常事態を意識していないと対処は難しいと感じた。それぞれの災害体験後に

は特別講座として防災トーク、また備蓄倉庫見学が行われた。倉庫では毛布や乾パン等の防災品として

よく目にする物に加え、アルファ化米や乳児用の粉ミルク等も大量に保管されていた。乳児は大人と違

って我慢が利かないのでミルクが大量に保管してある、という話が印象的であった。どの物資もかなり

の重量であり、使用する事態においては多くの人員が必要になることが予想された。見学後に設けられ

た質疑応答の際には、講師の方に対して受講者から数多くの質問が投げ掛けられ、様々な災害に対する

対策の現状・課題を知ることができた。 

 

図 3 名古屋市港防災センター                          図 4 地震体験風景

 

3．まとめ 

 防災という身近なテーマでの研修であったことから興味深い内容が多く、自身も含め受講者の熱心に

学ぶ姿勢が伺えた。大学という組織としての防災について考えさせられる講義もあり、防災設備の現状

や非常時の対応を詳しく知っておく必要性を強く感じた。動画や模型を使用した講義は分かりやすく記

憶にも残ったため、自ら実習等を担当する際には内容が受講者の印象に残る工夫を心掛けたいと思う。 

また、講義や施設見学での質疑応答を通して、防災に関しては未だ多くの課題が残されていることを

知った。被災時のトイレに関しての対策が不十分であるという話もあり、意外であった。耐震技術や緊

急地震速報、安否情報確認サービス等、聞き慣れた防災技術に関しても内容をしっかりと認識しておく

ことが大切であるように感じた。特に本学のある東海地方近辺においては、近い将来南海トラフ巨大地

震の発生が予想されていることもあり、本研修は防災に関する技術への意識を高めるうえで大変良い機

会となった。 
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